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-論文要約- 
Ingestion of dried-bonito broth (dashi) facilitates parvalbumin-immunoreactive neurons in 























 雄性マウス（C57BL/6J、4週齢）84匹を用いた。実験 I（n=46）では、1) 10%DBD摂取群、
2）100% DBD摂取群、および 3）水道水摂取群の 3群に分けた。実験 II（n=38）では、1）迷
走神経切断後 10% DBD 摂取群、2）偽手術後 10% DBD 摂取群、3）迷走神経切断後水道水摂












































DBD 摂取により、攻撃行動が低下し、PV 陽性ニューロン密度が増大した。また、攻撃行動と PV
陽性ニューロン密度は負相関を示した。さらに DBD 摂取により、うつ様行動（遊泳時間の低下）が
改善し、遊泳時間と PV 陽性ニューロン密度は正相関を示した。一方、GABAおよび PV 陽性ニュー
ロンは、攻撃行動およびうつ様行動に抑制的に作用していることが知られている。これらのことから、
DBD 摂取により GABA 作動性 PV 陽性ニューロンが賦活され、それにより攻撃行動が低下し、また
うつ様行動を改善したことが示唆される。さらに、本実験から、これら DBD の作用経路には、少な
くとも迷走神経を介さない経路が関与していることが明らかになった。一方、DBD には様々な抗酸
化物質やヒスチジンが含まれ、ヒスチジンは脳内で PV 陽性ニューロンを興奮させるヒスタミンに変
換されることから、DBD の効果はこれらの物質によることが示唆された。以上の研究成果はヒトに
おいて、食物の脳機能に及ぼす作用メカニズムの解明につながるものと考えられる。 
